
有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

　
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
は
台
湾

の
総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｔ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
の
日
本
法
人
。
Ｉ
Ｅ
３
対
応
の

「
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
　
プ
レ
ミ
ア
ム
モ
ー

タ
」
は
、
グ
ル
ー
プ
で
年
間
数
十
万

台
の
量
産
体
制
を
確
保
し
米
国
は
じ

め
世
界
市
場
で
多
く
の
実
績
が
あ

る
。

　
日
本
で
も
３
年
前
か
ら
ポ
ン
プ
向

け
な
ど
で
実
績
を
持
つ
が
、
２
０
１

５
年
度
か
ら
の
規
制
に
向
け
販
売
を

拡
大
す
る
。
出
力
０
・
２

―
１
３

２

ま
で
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
フ

ラ
ン
ジ
立
型
、
脚
付
き
フ
ラ
ン
ジ
型

な
ど
に
も
対
応
す
る
。
ま
た
業
界
に

先
駆
け
て
い
ち
早
く
、
ア
ル
ミ
ダ
イ

カ
ス
ト
製
の
回
転
子
の
採
用
で
注
目

さ
れ
る
、
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
効

率
の
Ｉ
Ｅ
４
モ
ー
タ
ー
も
完
成
。
低

コ
ス
ト
を
実
現
し
て
い
る
。

日
立
産
機
シ
ス
テ
ム

　
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
は
「
ザ
・
モ

ー
ト
ル
Ｎ
ｅ
ｏ
１
０
０
Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ

ｕ
ｍ
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
。
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
基
準
値

Ｉ
Ｅ
３
相
当

を
ク
リ
ア
す
る
、
よ
り
高
効
率
な
モ

ー
タ
ー
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
培
っ
た
高
効
率
化
技
術

を
生
か
し
、
従
来
の
標
準
効
率
モ
ー

タ
ー
と
比
べ
取
り
付
け
寸
法
が
互
換

性
を
持
つ
の
は
も
ち
ろ
ん
、
機
械
へ

の
組
み
込
み
用
途
が
多
い
小
型
モ
ー

タ
ー

０
・

―
３
・
７

、

４
極
相
当

は
外
形
寸
法
も
同
一

０
・

の
４
極
タ
イ
プ
は
Ｊ

Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
　
４
２
１
２
の
高
効
率
モ

ー
タ
ー
と
同
一
寸
法

。
幅
広
い
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
で
在
庫
対
応
も
開
始

し
、
「
未
来
の
効
果
を
今
お
手
元

に
お
届
け
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

世
界
基
準
の
省
エ
ネ
化
２
０
１
５
年
度
ス
タ
ー
ト
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー

東芝
　
東
芝
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー

タ
ー
「
プ
レ
ミ
ア
ム
ゴ
ー
ル
ド
モ

ー
ト
ル
」
の
特
徴
は
、

２
０
０

級
の
４
定
格
全
て
で
Ｉ
Ｅ
３
効

率
を
達
成

従
来
モ
ー
タ
ー
と
同

一
枠
番
で
取
り
付
け
互
換
性
を
確

保

絶
縁
信
頼
性
を
向
上
す
る
た

め
、
全
機
種
の
耐
熱
ク
ラ
ス
Ｆ

Ｂ
ラ
イ
ズ
と
し
長
寿
命
化
を
実

現

屋
外
形
は
保
護
構
造
を
Ｉ
Ｐ

と
し
、
耐
環
境
性
能
を
向
上

端
子
箱
の
上
部
取
り
付
け
対
応
に

よ
り
、
複
数
台
並
列
使
用
時
の
省

ス
ペ
ー
ス
化
が
図
れ
る
―
な
ど
。

　
米
国
の
国
立
標
準
技
術
研
究
所

の
試
験
所
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｎ

Ｖ
Ｌ
Ａ
Ｐ

の
認
証
を
取
得
し
た

全
工
場
の
製
造
工
程
か
ら
信
頼
性

の
高
い
モ
ー
タ
ー
を
供
給
す
る
。

日本銅センター
　
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
は
銅
の
優
れ
た

特
性
や
機
能
を
広
く
伝
え
る
こ
と
を

目
的
に
設
立
さ
れ
た
機
関
。
技
術
開

発
や
研
究
調
査
な
ど
も
行
い
、
銅
の

需
要
開
発
や
促
進
に
力
を
注
い
で
い

る
。

　
Ｉ
Ｅ
３
モ
ー
タ
ー
で
は
、
巻
線
の

ほ
か
回
転
子
ロ
ー
タ
ー
で
も
銅
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
特
に
銅
製
の

ロ
ー
タ
ー
は
従
来
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

製
に
比
べ
、
導
電
性
が
高
く
効
率
向

上
と
小
型
軽
量
化
が
可
能
に
な
る
。

ダ
イ
カ
ス
ト
に
よ
る
量
産
技
術
は
明

石
合
銅

石
川
県
小
松
市

が
確

立
。
今
後
は
稼
働
時
間
が
長
い
ポ
ン

プ
用
モ
ー
タ
ー
や
レ
ア
メ
タ
ル
を
使

う
永
久
磁
石
モ
ー
タ
ー
の
代
替
需
要

な
ど
の
用
途
拡
大
が
注
目
さ
れ
る
。

三菱電機
　
三
菱
電
機
は
Ｉ
Ｅ
３
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
基
準
に
対
応
し
た
「
ス

ー
パ
ー
ラ
イ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
シ
リ

ー
ズ
　
Ｓ
Ｆ
―
Ｐ
Ｒ
形
」
を
発

売
。
本
体
に
独
自
の
鋼
板
フ
レ
ー

ム
を
採
用
す
る
な
ど
の
高
効
率
技

術
を
生
か
し
て
完
成
し
た
。

　
発
生
損
失
は
同
社
の
Ｉ
Ｅ
１
ク

ラ
ス
モ
ー
タ
ー
に
比
べ

―

％

低
減
で
き
る
。
ま
た
１
台
で
日
本

国
内
と
米
国
の
電
源
に
対
応
。
米

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
独
立
安
全
保
障

法

Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ａ

に
も
対
応
し
て

い
る
。
Ｉ
Ｅ
１
な
ど
と
取
り
付
け

寸
法
に
互
換
性
が
あ
り
、
全
長
や

軸
の
寸
法
も
ほ
ぼ
同
一
な
た
め
置

き
換
え
が
し
や
す
い
。
す
べ
り
や

始
動
電
流
も
Ｉ
Ｅ
２
ク
ラ
ス
モ
ー

タ
ー
と
同
レ
ベ
ル
で
高
効
率
化
を

実
現
で
き
る
。

Ｔ
　
　シ
ー
リ
ン
グ
・
グ

リ
ッ
ド
の
施
工
モ
デ
ル

楢崎ゆう氏東京エネシス社長

電
力
以
外
の
民
間

工
事
比
率
向
上
を

　
売
上
高
の

約
８
割
が
東

電
を
中
心
に

電
力
会
社
向

け
で
占
め

る
。
２
０
１

３
年
度
か
ら
の
３
カ
年
の

中
期
経
営
計
画
で
は
７
割

に
下
げ
、
一
般
の
民
間
工

事
の
比
率
を
３
割
ま
で
引

き
上
げ
る
。
険
し
い
道
の

り
で
あ
る
こ
と
は
、
楢
崎

社
長
が
最
も
強
く
認
識
し

て
い
る
。
社
員
に
痛
み
を

伴
う
改
革
も
避
け
ら
れ
な

い
。
社
員
と
危
機
意
識
を

ど
こ
ま
で
共
有
で
き
る
か

が
最
初
の
大
き
な
仕
事
に

な
る
。

　

編
集
委
員
・
大
橋

修

　
な
ら
さ
き
・
ゆ
う
　

年

昭

東
北
大
工

卒
、
同
年
東
京
電
力
入
社
。

年
東
火
力
事
業
所

長
、

年
執
行
役
員
、

年
東
電
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
常
務
、

年
社
長
、

年
東
京
エ
ネ
シ
ス
社

長
。
東
京
都
出
身
、

歳
。

　
経
営
再
建
中
の
東
京
電
力
に
よ
る
苛
烈
な
合
理
化

で
、
系
列
企
業
も
厳
し
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。
資

材
調
達
や
工
事
の
発
注
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
数
量
や

金
額
を
絞
り
込
ん
で
い
る
た
め
だ
。
系
列
企
業
で
東
電

が
筆
頭
株
主
の
工
事
会
社
で
あ
る
東
京
エ
ネ
シ
ス
は
、

社
内
の
ス
リ
ム
化
を
徹
底
す
る
と
同
時
に
、
中
期
的
な

成
長
戦
略
と
し
て
新
電
力

特
定
規
模
電
気
事
業
者

の
開
拓
を
掲
げ
る
。
６
月
末
に
就
任
し
た
楢
崎
ゆ
う
社

長
に
事
業
の
展
望
に
つ
い
て
聞
い
た
。

ス
リ
ム
化
・
提
案
営
業
両
輪
で

新電力の受注獲得狙う
　
―
東
電
向
け
事
業
の
現
状

は
。

　
「
東
日
本
大
震
災
以
降
の

２
年
間
は
忙
し
か
っ
た
。
復

旧
対
応
や
緊
急
設
置
電
源
の

工
事
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
な

り
の
利
益
が
出
て
い
た
。
し

か
し
今
年
度
か
ら
一
気
に
厳

し
く
な
っ
た
。
東
電
か
ら
の

発
注
量
は
大
幅
に
減
っ
て
お

り
、
コ
ス
ト
削
減
要
求
も
厳

し
い
。
だ
が
、
当
社
は
上
場

会
社
。
株
主
に
は
配
当
と
い

う
形
で
還
元
し
、
社
員
に
も

還
元
し
た
い
。
そ
れ
に
は
ぜ

い
肉
を
減
ら
し
、
徹
底
し
た

ス
リ
ム
化
に
挑
む
し
か
な

い
」

　
―
社
内
の
意
識
改
革
が
重

要
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
「
現
場
を
回
り
、
第
一
線

で
働
い
て
い
る
社
員
か
ら
の

要
望
や
不
満
を
吸
い
上
げ
た

い
。
工
事
会
社
は
人
で
持
っ

て
お
り
、
将
来
へ
の
夢
や
希

望
も
語
ら
な
い
と
い
け
な

い
。
こ
れ
か
ら
改
革
を
進
め

る
上
で
、
共
通
の
認
識
を
持

つ
必
要
も
あ
る
」

　
―
東
電
以
外
の
受
注
を
増

や
す
こ
と
も
課
題
で
す
。

　
「
残
念
な
が
ら
、
今
の
と

こ
ろ
苦
戦
し
て
い
る
。
特
に

情
報
通
信
設
備
工
事
は
厳
し

い
。
コ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、

変
化
が
も
の
す
ご
く
速
く
、

計
画
が
す
ぐ
に
変
更
さ
れ
て

し
ま
う
。
こ
の
分
野
は
効
率

化
を
相
当
し
て
い
か
な
い
と

生
き
残
れ
な
い
。
ま
ず
営
業

力
を
強
化
し
、
問
題
解
決
型

の
提
案
も
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
そ
の
た
め
の
組
織
改
編

も
す
で
に
行
っ
た
」

　
―
新
規
事
業
の
状
況
は
い

か
が
で
す
か
。

　
「
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど

の
仕
事
は
取
り
始
め
た
が
、

あ
と
数
年
が
ピ
ー
ク
。
そ
の

先
の
新
規
事
業
と
な
る
と
難

し
い
。
や
は
り
本
業
に
近
い

分
野
で
考
え
る
と
、
新
電
力

の
工
事
が
有
望
だ
。
中
部
電

力
が
首
都
圏
で
新
電
力
を
買

収
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

新
し
い
動
き
が
出
て
く
る
。

関
東
地
区
な
ら
当
社
に
強
み

は
あ
る
。
発
電
所
の
新
設
計

画
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
獲
得

し
て
い
き
た
い
」

　
―
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て

東
電
再
建
に
貢
献
す
る
役
割

も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
ま
ず
は
東
電
が
求
め
る

発
注
単
価
で
安
全
・
品
質
を

維
持
し
な
が
ら
利
益
を
出
す

こ
と
だ
。
そ
れ
に
は
ス
リ
ム

化
し
か
な
い
。
ま
た
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉

作
業
を
徹
底
し
て
支
え
る
。

火
力
発
電
所
の
保
守
・
工
事

も
同
様
だ
。
原
価
を
よ
り
下

げ
ら
れ
る
手
法
を
提
案
す
る

な
ど
し
て
貢
献
し
た
い
」

軽量アルミフレーム取り付け

　
大
成
建
設
は
日
栄
イ
ン
テ
ッ
ク

東
京
都
荒
川
区

と
共
同
で
、

既
存
の
吊
り
天
井
に
軽
量
の
ア
ル

つ

ミ
製
フ
レ
ー
ム
を
格
子
状
に
取
り

付
け
る
耐
震
・
落
下
防
止
技
術

「
Ｔ
―
シ
ー
リ
ン
グ
・
グ
リ
ッ

ド
」
を
開
発
し
た
。
フ
レ
ー
ム
は

一
定
間
隔
で
対
面
に
差
し
渡
す
主

材
と
、
照
明
器
具
な
ど
の
天
井
設

備
を
避
け
て
主
材
間
を
つ
な
ぐ
副

材
で
構
成
。
主
材
は
天
井
面
に
小

径
の
穴
を
開
け
て
上
層
階
の
床
版

ス
ラ
ブ

に
引
き
抜
け
防
止
効

果
の
あ
る
ア
ン
カ
ー
を
打
ち
込

み
、
じ
か
に
吊
る
た
め
高
い
支
持

力
を
発
揮
す
る
。
解
体
作
業
な
し

で
吊
り
天
井
の
耐
震
性
を
高
め
、

損
傷
し
て
も
落
下
さ
せ
な
い
。

大
成
建
、
吊
り
天
井
落
下
防
ぐ

供用状態で耐震化既存建築
　
ア
ル
ミ
製
フ
レ
ー
ム
は
日
栄
イ

ン
テ
ッ
ク
製
の
厚
さ

、
幅

の
押
し
出
し
成
形
材
。
こ

れ
を
主
材
と
副
材
に
使
う
。
副
材

は
設
置
間
隔
に
応
じ
て
幅
の
狭
い

成
形
材
に
も
で
き
る
。
主
材
を
吊

る
ア
ン
カ
ー
は

ご
と
に
施

工
。
地
震
動
に
よ
る
水
平
変
位
に

対
応
す
る
ピ
ン
構
造
の
バ
ッ
ク
ル

を
介
し
、
金
具

吊
り
ボ
ル
ト

で
天
井
面
に
合
わ
せ
て
主
材
を
取

り
付
け
る
。

　
ア
ル
ミ
製
フ
レ
ー
ム
の
設
置
間

隔
は
主
材
が
２
・

、
副
材
は

天
井
設
備
の
配
置
に
よ
っ
て
変
わ

る
が
１
・
８

が
基
本
。
副
材
は

両
側
の
主
材
に
固
定
さ
れ
、
一
体

的
に
天
井
面
を
支
え
る
。

　
主
材
は
天
井
面
に
直
径

の
穴
を
開
け
て
ド
リ
ル
で
上
層
階

の
ス
ラ
ブ
下
面
を
削
孔
し
、
棒
状

の
治
具
に
よ
り
、
く
さ
び
状
に
開

く
ウ
エ
ッ
ジ
式
ア
ン
カ
ー
を
固
定

し
て
吊
り
下
げ
る
。
同
ア
ン
カ
ー

を
使
う
と
６

以
上
の
引
き
抜

き
強
度
が
出
せ
る
と
い
う
。

　
「
施
工
は
基
本
的
に
上
層
階
ス

ラ
ブ
へ
の
ア
ン
カ
ー
打
ち
込
み
と

ア
ル
ミ
製
フ
レ
ー
ム
の
取
り
付
け

で
済
む
。
作
業
が
容
易
で
解
体
を

伴
わ
な
い
た
め
、
オ
フ
ィ
ス
や
学

校
を
供
用
状
態
の
ま
ま
週
末
を
使

っ
て
耐
震
化
で
き
る
」

尾
方
大

輔
大
成
建
設
建
築
本
部
建
築
技
術

部
課
長
代
理

と
い
う
。
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
で

月
に
初
施
工
す
る
。

　
国
土
交
通
省
は
東
日
本
大
震
災

で
約
２
０
０
０
件
も
の
天
井
落
下

を
確
認
。
死
亡
者
ま
で
出
す
事
態

を
招
い
た
こ
と
か
ら
、
２
０
１
４

年
４
月
に
建
築
基
準
法
施
行
令
で

吊
り
天
井
の
技
術
基
準
を
定
め

る
。
既
存
建
築
物
に
も
対
応
が
求

め
ら
れ
、
「
対
策
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
が
急
増
し
て
い
る
」

同

と
い
う
。

装
着
式
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

北米原産マメ科植物に着目

目
の
下
の
た
る
み
原
因
解
明
メ
ナ
ー
ド

筋
管
の
形
成
能
力
高
め
る
製
品
開
発

　
日
本
メ
ナ
ー
ド
化
粧
品

名
古
屋

市
中
区
、
野
々
川
純
一
社
長
、
０
５

２
・
９
６
１
・
３
１
８
１

は
、
老

け
た
印
象
を
与
え
る
目
の
下
の
た
る

み
が
、
加
齢
に
よ
っ
て
目
の
周
り
の

筋
肉
が
薄
く
な
る
た
め
に
起
こ
る
こ

と
を
突
き
止
め
た
。
ま
た
、
北
米
原

産
の
マ
メ
科
植
物
の
ク
ロ
バ
ナ
ツ
ル

ア
ズ
キ

写
真

の
エ
キ
ス
に
筋
肉

を
強
く
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
今
秋
に
同
エ
キ
ス
を
配
合

し
た
目
元
の
ケ
ア
化
粧
品
を
発
売
す

る
予
定
。

　
目
の
周
り
に
は
瞬
き
な
ど
で
使
う

眼
輪
筋
と
い
う
筋
肉
が
あ
る
。
加
齢

で
眼
輪
筋
が
薄
化
す
る
と
、
眼
球
を

支
え
る
眼
窩
脂
肪
を
支
え
ら
れ
な
く

が
ん

か

な
り
、目
の
下
の
た
る
み
が
現
れ
る
。

　
同
社
は
眼
輪
筋
の
元
と
な
る
筋
芽

細
胞
が
集
合
し
て
筋
管
と
な
る
過
程

に
着
目
。
北
米
原
産
で
沖
縄
県
に
も

自
生
す
る
ク
ロ
バ
ナ
ツ
ル
ア
ズ
キ

に
、
筋
管
の
形
成
能
力
を
高
め
る
効

果
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

名
古
屋

被
ば
く
管
理
に
指
紋
認
証
鹿
島
が
シ
ス
テ
ム
福
島
・
富
岡
町
本
格
除
染

植
物
工
場
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
「
う
れ
し
野
ア
グ
リ
」
設
立
辻
製
油

日本電業工作が即時中継装置自治体などに提案土石流・河川監視災害現場の映像送信
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
来
秋
、
愛
知
に
開
業
ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム

上野さん

　　 ２０１３年 平成２５年 ９月２４日 火曜日 　　 （ ）

　
【
津
】
辻
製
油

三
重
県

松
阪
市
、
辻
保
彦
社
長
、
０

５
９
８
・
４
２
・
１
７
１

１

は
、
浅
井
農
園

津

市

、
三
井
物
産
と
共
同
で

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
・
販
売

を
手
が
け
る
共
同
出
資
会
社

「
う
れ
し
野
ア
グ
リ
」
を
設

立
し
た
。
松
阪
市
に
国
内
最

大
級
の
植
物
工
場
を
建
設

し
、
２
０
１
４
年
秋
に
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
販
売
を
始
め
る
。

　
新
会
社
の
資
本
金
は
７
０

０
０
万
円
。辻
製
油
が

％
、

浅
井
農
園
が

％
、
三
井
物

産
が

％
を
そ
れ
ぞ
れ
出
資

す
る
。
辻
製
油
本
社
工
場
の

隣
接
地
に
約
２
万
２
０
０
０

平
方

の
植
物
工
場
を
建
設

し
、

年
３
月
の
完
成
を
目

指
す
。
総
事
業
費
は
約
７
億

円
。
年
間
５
０
０

の
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
生
産
を
見
込
む
。

植
物
工
場
の
収
穫
量
の
目
標

は
栽
培
面
積
１
０
０
０
平
方

当
た
り

。
国
内
ミ
ニ

ト
マ
ト
農
家
の
平
均
収
量
の

約
３
倍
と
い
う
。
ミ
ニ
ト
マ

ト
は
浅
井
農
園
や
三
井
物
産

の
販
売
ル
ー
ト
を
通
じ
、
百

貨
店
や
高
級
ス
ー
パ
ー
で
の

取
り
扱
い
を
求
め
て
い
く
。

女
性
研
究
者
の
活
動

助
成
対
象
を
募
集

資
　
生
　
堂

　
資
生
堂
は
優
秀
な
女
性
研

究
者
の
研
究
活
動
を
支
援
し

指
導
的
な
立
場
の
女
性
研
究

者
の
育
成
を
目
的
と
し
た
助

成
制
度
「
第
７
回
資
生
堂
女

性
研
究
者
サ
イ
エ
ン
ス
グ
ラ

ン
ト
」
の
募
集
を
始
め
た
。

国
内
の
大
学
、
公
的
研
究
機

関
で
自
然
科
学
の
研
究
に
従

事
す
る
女
性
研
究
者
が
対
象

で
、
年
齢
や
国
籍
は
問
わ
ず

推
薦
者
も
不
要
。

月

日

ま
で
応
募
を
受
け
付
け
る
。

島
谷
庸
一
執
行
役
員
を
審
査

委
員
長
と
す
る
審
査
委
員
会

に
よ
る
選
考
の
上
、
２
０
１

４
年
３
月
に
発
表
す
る
。

　
応
募
対
象
の
研
究
分
野
は

自
然
科
学
全
般
で
、
１
件
当

た
り
最
大
で
１
０
０
万
円
、

件
ま
で
助
成
す
る
。
助
成

金
は
研
究
費
用
の
ほ
か
、
研

究
補
助
員
の
雇
用
に
も
充
当

で
き
る
。
助
成
期
間
は

年

６
月
か
ら
１
年
間
。
問
い
合

わ
せ
は
女
性
研
究
者
サ
イ
エ

ン
ス
グ
ラ
ン
ト
事
務
局

０

３
・
５
３
６
１
・
７
０
８

９

へ
。

外
国
人
と
執
務

　
▽

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

た
め
に
国
内
の
オ
フ
ィ
ス
で

隣
に
外
国
人
が
座
っ
て
い
る

よ
う
な
執
務
環
境
が
必
要
」

と
説
く
の
は
、
大
林
組
常
務

執
行
役
員
人
事
部
担
当
の
上

野
晃
さ
ん
。

　
▽

２
０
１
４
年
度
に
建

設
事
業
の
売
上
高
の

％
を

海
外
で
担
う
目
標
を
掲
げ
、

ほ
ぼ
達
成
で
き
る
見
通
し
。

人
材
面
か
ら
も
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
推
進
し
、
「
長
期
的
に

％
、
そ
の
先
の

％
も
見

据
え
て
い
る
」
と
い
う
。

　
▽

「

年
度
は
新
卒
総

合
職
で
初
め
て

ベ
ト
ナ
ム
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
の
留
学
生
も

採
用
し
た
。
い

ず
れ
海
外
で
活
躍
し
て
も
ら

う
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
ず

国
内
で
頑
張
っ
て
も
ら

う
」
。
日
本
人
社
員
の
意
識

を
変
え
る

陰
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
も
期
待
す
る
。

　
【
名
古
屋
】
ト
ヨ
タ
ホ
ー

ム

名
古
屋
市
東
区
、
森
岡

仙
太
社
長
、
０
５
２
・
９
５

２
・
３
１
１
１

は
、
子
会

社
の
ト
ヨ
タ
す
ま
い
る
ラ
イ

フ

愛
知
県
豊
田
市

と
共

同
で
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅
に
参
入
す
る
。

第
１
弾
と
し
て
ト
ヨ
タ
自
動

車
本
社
に
近
い
豊
田
市
水
源

町
に
、
２
０
１
４
年
秋
開
業

予
定
で
同
住
宅
を
設
け
る
。

通
所
介
護
や
訪
問
介
護
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
す
る
。

　
新
設
す
る
「
Ｔ
―
グ
ラ
ン

シ
ア
水
源
」
は
敷
地
面
積
約

１
万
１
０
０
０
平
方

、
延

べ
床
面
積
約
６
４
０
０
平
方

の
地
上
３
階
地
下
２
階
建

て
の
住
宅
。
合
計

戸
あ
り

居
室
の
広
さ
は
平
均
で
約

平
方

。

　
介
護
ヘ
ル
パ
ー
が

時
間

勤
務
す
る
ほ
か
、
同
市
に
あ

る
ト
ヨ
タ
記
念
病
院
の
医
師

が
交
代
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。

　
鹿
島
は
環
境
省
か
ら
受
注

し
た
福
島
県
富
岡
町
の
本
格

除
染
工
事
で
、
指
紋
認
証
に

よ
る
作
業
時
間
・
被
ば
く
線

量
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
。
今
回
の
除
染
は
対
象
が

建
物
約
４
５
０
０
棟
、
道
路

、
農
地
３
１
０

、
森

林
５
１
５

に
及
び
、
ピ
ー

ク
時
に
は
１
日
３
５
０
０
人

以
上
が
作
業
す
る
見
通
し
。

作
業
員
一
人
ひ
と
り
の
就
労

時
間
と
被
ば
く
線
量
を
正
確

に
把
握
す
る
た
め
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
た
。
同
町
に
お
け

る
除
染
工
事
は
９
月
下
旬
に

本
格
化
す
る
。

　
現
場
事
務
所
に
指
紋
認
証

装
置
を
備
え
、
入
所
時
に
作

業
員
を
特
定
し
て
携
帯
線
量

計
を
貸
与
。
退
所
時
に
指
紋

認
証
と
合
わ
せ
て
デ
ー
タ
読

み
取
り
装
置
で
線
量
計
か

ら
、
そ
の
日
の
被
ば
く
量
を

自
動
的
に
記
録
す
る
。
人
手

に
よ
る
読
み
取
り
や
記
載
で

排
除
し
き
れ
な
か
っ
た
ミ
ス

を
な
く
し
、
チ
ェ
ッ
ク
項
目

が
多
い
除
染
工
事
に
お
け
る

労
務
管
理
業
務
を
大
幅
に
省

力
化
す
る
。

　
ま
た
、
同
町
の
本
格
除
染

で
は
効
果
を
確
認
す
る
た
め

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
全
地
球

測
位
シ
ス
テ
ム

Ｇ
Ｐ
Ｓ

に
よ
り
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
正

確
に
誘
導
し
、
計
測
値
を
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末

携
帯
型
情

報
端
末

へ
無
線
送
信
す
る

装
着
式
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
も
導
入
す
る
計

画
。

　
作
業
記
録
と
と
も
に
地
図

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｇ
Ｉ
Ｓ

と
連
携
さ
せ
て
電
子
地
図
上

に
表
示
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
施
工
管
理
の
情
報
化

を
徹
底
す
る
。

　
日
本
電
業
工
作

東
京
都

千
代
田
区
、
岩
本
真
社
長
、

０
３
・
３
２
３
４
・
１
７
０

０

は
、
河
川
な
ど
の
災
害

現
場
の
映
像
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
災
害
対
策
本
部
に
送
信

で
き
る
映
像
中
継

装
置
「
臨
時
可
搬

型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ

ス
テ
ム

写
真
」

を

月
に
販
売
す

る
。
長
距
離
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム

「
フ
ァ
ル
コ
ン
ウ

ェ
ー
ブ
」
を
用
い

た
。
自
立
式
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム

と
組
み
合
わ
せ
て

電
源
の
な
い
場
所
で
も
使
え

る
。
価
格
は
１

１
０
０
万

円
か
ら
。
自
治
体
な
ど
に
導

入
を
提
案
し
、
年
間
１
０
０

の
販
売
を
目
指
す
。

　
山
間
部
な
ど
の
無
線
通
信

に
対
応
す
る
フ
ァ
ル
コ
ン
ウ

ェ
ー
ブ
と
４
・
９

帯
の

平
面
ア
ン
テ
ナ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
ト
コ
ル

Ｉ

Ｐ

カ
メ
ラ
な
ど
で
構
成
し

た
。
受
信
映
像
は
同
社
製
の

土
石
流
・
河
川
監
視
シ
ス
テ

ム
で
流
速
な
ど
を
解
析
で
き

る
。
埼
玉
県
嵐
山
町
で
実
証

実
験
し
、
中
継
地
の
ア
ン
テ

ナ
を
介
し
て
約

離
れ

た
同
県
坂
戸
市
内
に
毎
秒
約

５

で
受
信
で
き
た
。

　
同
装
置
の
サ
イ
ズ
は
幅
５

７
５

×
奥
行
き
３
１
６

×
高
さ
６
４
６

。
重
量

。
消
費
電
力
は
３
・

５

で
、
小
型
の
太
陽
光
発

電
装
置
で
運
用
で
き
る
。


